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中央水産研究所日光庁舎一般公開（無料公開日）
子どもも大人も満喫！
奥日光の自然と魚と歴史に触れる
研究成果情報
安い飼料でも成り立つ養殖の実現に向けて
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日
本
の
秋
の
味
覚
を
代
表
す
る
サ
ン
マ
。

最
近
で
は
、
日
本
以
外
の
国
で
の
漁
獲
量
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
国
際
的
な
管
理
が

必
要
に
な
り
、
日
本
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
、
韓

国
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
台
湾
が
参
加

し
て
、
２
０
１
５
年
7
月
19
日
に
発
効
し
た

「
北
太
平
洋
に
お
け
る
公
海
の
漁
業
資
源
の
保

存
及
び
管
理
に
関
す
る
条
約
」の
対
象
魚
種
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
へ

の
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
サ
ン
マ
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
サ
ン
マ
に
つ
い
て
水
産
研
究
・
教

育
機
構
の
研
究
開
発
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

表紙イラスト：秋山 葉

秋
と
い
え
ば

　サ
ン
マ
大
研
究



サンマ

ダツ目ダツ科のダツ

ダツ目サヨリ科のサヨリ

下あごが長い

サンマ

太平洋ミニサンマ

ハシナガサンマ

太平洋における分布

ハシナガサンマ
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サ
ン
マ
は
、
ダ
ツ
目
サ
ン
マ
科
の
魚

で
、
銀
色
の
細
長
い
形
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
近
海
に
は
こ
れ
に
似
た
形
を
し
た
魚

で
、
い
ず
れ
も
ダ
ツ
目
の
ダ
ツ
や
サ
ヨ
リ

が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
あ
ご
の
形
と
長
さ
で
区
別
が

で
き
、
サ
ン
マ
に
比
べ
て
上
あ
ご
も
下
あ

ご
も
長
い
の
が
ダ
ツ
、
下
あ
ご
だ
け
が
長

い
の
が
サ
ヨ
リ
で
す
。

サ
ン
マ
の
仲
間
に
は
、
日
本
近
海
で
獲

れ
る
サ
ン
マ
の
ほ
か
に
、
南
半
球
に
す
む

ハ
シ
ナ
ガ
サ
ン
マ
、
北
大
西
洋
に
す
む
ニ

シ
サ
ン
マ
、
東
部
太
平
洋
の
赤
道
海
域
に

す
む
太
平
洋
ミ
ニ
サ
ン
マ
、
東
部
大
西
洋

の
赤
道
海
域
に
す
む
大
西
洋
ミ
ニ
サ
ン
マ

が
い
ま
す
。

サ
ン
マ
を
知
る

形
態
・
種
類

上あごも下あごも
長く伸びている

上あごも下あごも短い



写真1　サンマの耳石
右の１歳魚は年輪（ 透明帯 ）が見えます（➡ ）
が、左の0歳魚では見えません

0歳魚 1歳魚
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水
産
研
究
・
教
育
機
構
は
、
サ
ン
マ
の
飼

育
実
験
や
、
成
長
や
産
卵
に
至
る
生
態
な
ど

の
研
究
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
サ
ン
マ
の
産

卵
期
は
、
太
平
洋
側
で
は
9
月
か
ら
翌
年
の

6
月
ま
で
と
、
夏
季
を
除
い
た
長
い
期
間
に

わ
た
り
ま
す
。
産
卵
場
は
、
黒
潮
の
影
響
が

及
ぶ
暖
か
い
海
域
で
す
。
１
回
に
産
卵
す
る

卵
の
数
は
1
千
〜
４
千
個
程
度
で
、
1
産
卵

期
に
数
回
産
卵
を
繰
り
返
し
ま
す
。

卵
の
大
き
さ
は
２
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
楕
円
形

で
、
約
20
本
の
付
着
糸
が
あ
り
、
流
れ
藻
な

ど
の
浮
遊
物
に
ぶ
ど
う
の
房
の
よ
う
な
か
た

ま
り
で
産
み
付
け
ら
れ
ま
す（
写
真
１
）。

受
精
卵（
写
真
２
）は
水
温
が
15
℃
だ
と

２
週
間
ほ
ど
で
ふ
化
し
ま
す
。
ふ
化
し
た
仔し

魚ぎ
ょ

の
大
き
さ
は
7
〜
８
ミ
リ
で
、
ふ
化
後
1

日
で
口
が
開
き
、
小
型
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
食
べ
ま
す（
写
真
３
）。
そ
の
後
の
成

長
は
、
生
ま
れ
た
時
期
や
育
つ
環
境
に
よ
っ

て
変
化
し
ま
す
が
、
1
年
で
25
〜
30
セ
ン
チ

産
卵
の
期
間
が
短
く
て
あ
ま
り
移
動

し
な
い
魚
は
、
定
期
的
に
大
き
さ
を
調

べ
る
こ
と
で
、
成
長
す
る
速
さ
が
分
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ン
マ
は
産
卵
期

が
長
く
、
広
い
範
囲
を
回
遊
す
る
の

で
、
い
つ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
大
き
さ
の

魚
が
獲
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ
る
時

期
に
生
ま
れ
た
サ
ン
マ
が
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
成
長
す
る
か
を
調
べ
る
こ
と
は

困
難
で
、
こ
れ
ま
で
正
確
な
年
齢
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

魚
の
頭
の
骨
の
中
に
あ
る
耳じ

石せ
き

で
、

魚
の
年
齢
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
耳
石
は
、
成
長
と
と
も
に
カ
ル
シ

ウ
ム
が
周
り
に
沈
着
し
て
木
の
年
輪
の

よ
う
に
輪
が
次
々
に
で
き
て
大
き
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
サ
ン
マ
の
耳
石
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
6
〜
7
月
に
獲
っ
た

27
セ
ン
チ
以
上
の
魚
で
は
、
耳
石
に
年

輪
が
は
っ
き
り
見
え
ま
し
た（
写
真
１

右
：
1
歳
魚
）。
こ
れ
よ
り
小
さ
な
魚

で
は
年
輪
が
見
え
ま
せ
ん
で
し
た（
写

真
１　
左
：
0
歳
魚
）。

さ
ら
に
年
輪
が
見
え
な
い
小
さ
な
サ

ン
マ
で
、
い
つ
頃
年
輪
が
現
れ
る
の
か

調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
10
月
に

獲
っ
た
魚
で
は
半
数
以
上
に
年
輪
が
で

き
か
け
て
い
る
こ
と
、
2
月
頃
に
獲
っ

た
魚
で
は
完
全
な
年
輪
が
で
き
て
お

産
卵
・
成
長

年
齢



写真1　水面に浮いていた
ロープに付着した
サンマの卵

写真2　サンマの卵

写真3　サンマのふ化仔魚

写真２　電子顕微鏡で観察したサンマの耳石日周輪

半数の魚
に年輪

 年輪が
完成

9月 12月 9月 12月3月

6月～7月

6月

2月

9月

10月 10月

12月 3月 6月
産卵 産卵 産卵

漁期漁期

卵
27センチ
以上

30センチ
以上

年輪 年輪

1歳～
2歳未満

図　サンマの成長

付着糸によって
浮遊物に付着します
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に
な
り
ま
す
。

水
温
20
℃
で
飼
育
し
た
実
験
で
は
、
ふ
化

し
て
か
ら
２
４
０
日
ほ
ど
で
産
卵
を
始
め
、

産
卵
開
始
か
ら
１
２
０
日
間
に
メ
ス
１
尾
あ

た
り
合
計
で
３
万
３
千
個
の
卵
を
産
み
ま
し

た
。

り
、
生
ま
れ
て
か
ら
約
1
年
た
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

耳
石
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
、
年
輪

よ
り
細
か
い
日
周
輪
と
呼
ば
れ
る
1
日

に
1
本
で
き
る
輪
が
見
え
ま
す（
写
真

２
）。
こ
の
本
数
を
数
え
る
こ
と
で
、

生
ま
れ
て
か
ら
の
日
数（
日
齢
）が
分

か
り
ま
す
。
年
輪
が
で
き
て
い
な
い
27

セ
ン
チ
以
下
の
魚
で
日
周
輪
を
数
え
る

と
、
生
ま
れ
て
か
ら
３
０
０
日
以
内
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

年
輪
が
で
き
る
秋
以
降
に
は
新
た
に
耳

石
が
成
長
し
た
部
分
で
は
日
周
輪
が
見

え
な
く
な
り
、
正
確
な
日
齢
が
分
か
る

の
は
生
ま
れ
て
半
年
か
ら
1
年
弱
ま
で

で
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
食
卓
に
上
る

30
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
サ
ン
マ
の
年
齢

は
、
1
歳
数
カ
月
か
ら
2
歳
未
満
で
、

１
回
冬
を
過
ご
し
て
い
て
、
年
輪
は
2

本
は
な
い
こ
と
か
ら
寿
命
は
最
大
で
約

2
年
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。



東経140 ° 東経160 ° 西経160 ° 西経140 ° 西経120 °180 °

北緯 60 °

北緯 50 °

北緯 40 °

北緯 30 °

餌場 産卵場・生育場 漁場

夏に北上してエサを食べます
（エサは動物プランクトン）

冬に南下して産卵します
秋に日本近海に
来遊します

図１　サンマの分布域
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サ
ン
マ
は
、
日
本
海
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、

北
太
平
洋
の
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
分
布
す
る
サ
ン
マ
の
遺
伝
子
を
調

べ
て
み
る
と
、
そ
の
変
異
は
き
わ
め
て
小
さ

く
、
同
じ
よ
う
な
遺
伝
情
報
を
持
っ
た
大
き

な
一
つ
の
群
れ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。 

広
い
範
囲
に
分
布
す
る
サ
ン
マ
全
体
の
回

遊
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
5
〜
8
月
に
北
上
し
、
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
の
南
の
海
域
な
ど
で
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
食
べ
て
過
ご
し
ま
す
。
8
月
中

旬
頃
か
ら
南
へ
の
回
遊
を
開
始
し
、
冬
に
は

産
卵
の
た
め
北
緯
40
度
の
南
の
海
域
に
ま
で

や
っ
て
き
ま
す（
図
１
）。

6
〜
7
月
は
、
日
本
近
海
に
少
な
く
、
東

経
１
５
５
か
ら
西
経
１
７
０
度
あ
た
り
に
多

く
い
ま
す（
図
２
）。

秋
に
日
本
近
海
の
漁
場
に
や
っ
て
く
る
サ

ン
マ
は
、
沖
合
に
い
る
群
れ
の
一
部
が
西
側

に
回
遊
し
、
千
島
列
島
か
ら
日
本
列
島
に

沿
っ
て
南
下
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
い
海
域
に
分
布
す
る
サ
ン
マ
の
す
べ
て

が
日
本
近
海
に
来
遊
す
る
の
で
は
な
く
、
日

本
の
東
方
の
は
る
か
沖
合
を
南
下
す
る
群
れ

も
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
マ
の
漁
場
と
水
温
に
は
密
接
な
関
連

が
あ
り
、
13
〜
15
℃
付
近
の
海
域
を
中
心
に

漁
場
が
で
き
ま
す（
図
３
）。
秋
が
深
ま
り
、

そ
の
温
度
の
海
域
が
南
下
す
る
に
つ
れ
て
、

サ
ン
マ
の
漁
場
も
南
に
移
り
ま
す
。
ま
た
、

水
温
の
状
況
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

図
４
の
よ
う
に
漁
場
が
日
本
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本
近
海
へ
の
サ
ン
マ

の
来
遊
数
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
に
も
関
係

し
ま
す
。

サ
ン
マ
の
資
源
の
状
態
に
つ
い
て
、
水

産
研
究· 

教
育
機
構
が
中
心
と
な
っ
て
調
査

を
続
け
て
い
ま
す
。
東
経
１
４
３
度
か
ら
西

経
１
６
５
度
の
海
域
を
対
象
に
水
温
15
℃
の

海
域
を
中
心
に
調
査
地
点
を
設
け
、
網
を
船

で
ひ
い
て
サ
ン
マ
を
獲
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調

査
点
に
ど
の
く
ら
い
い
る
か
調
べ
て
い
ま
す

（
図
２
）。
こ
の
よ
う
な
調
査
で
得
ら
れ
た
サ

ン
マ
の
大
き
さ
や
採
集
さ
れ
た
位
置
な
ど
を

資
源
量
の
推
定
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

分
布
・
回
遊



図2　調査により採集されたサンマの数
　　　円の大きさは網を１回ひいて獲れた数

図3　2009年の8月下旬、10月下旬、12月下旬の
サンマ漁船の操業海域

図4　2015年の10月下旬のサンマ漁船の操業海域
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15℃
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サ ン マ は 水 温 が 8 ～
15℃前後のところに多
く分布するので、水温
の状況をもとに調査海
域や調査点を決めます

年によって、海水温の状況
が変わるので、サンマの来
遊状況が異なります

水温15℃の線が南下す
るにつれて、漁場（〇）
も南下しています



正面から見た図 上から見た図

左側の明かりを船尾から
順に消して、明るい右側
に誘導します

明かりをつけてサンマを集めます

船を真横に動かします

集魚灯

網

ポンプ

1

船の左から網を入れ、
船を真横に動かして
網を広げます

3 左側の明かりをつけ、
右側の明かりを船尾
から消していき、網
の中にサンマを誘導
します

4 網にサンマを誘導したら
網を引き上げ、ポンプで
船に吸い上げて魚倉へ
入れます

5

2

サンマの群れ

さんま棒受け網漁船
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現
在
、
日
本
で
漁
獲
さ
れ
る
サ
ン
マ
の

99
％
以
上
は
、
さ
ん
ま
棒
受
け
網
漁
業
で

獲
ら
れ
て
い
ま
す
。

光
で
サ
ン
マ
を
集
め
て
漁
獲
す
る
さ
ん

ま
棒
受
け
網
漁
業
は
、
１
９
４
０
年
頃
日

本
で
開
発
さ
れ
た
漁
法
で
す
。

第
２
次
世
界
大
戦
の
あ
と
、
漁
船
が
大

型
化
す
る
と
と
も
に
広
く
普
及
し
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
の
水
産
基
本
法
の
制
定
に

よ
り
、
さ
ん
ま
漁
業
に
つ
い
て
は
国
が
統

一
し
て
漁
船
の
数
な
ど
の
規
制
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
02
年
か
ら
は
農
林
水

産
大
臣
の
許
可
が
必
要
な
北
太
平
洋
さ
ん

ま
漁
業
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
マ
を
獲
る

漁
法



漁
獲
量

（万トン）70
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30
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0
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日本 韓国 台湾 中国ロシア

餌場

産卵場・生育場
漁場

三陸沖

千島列島沖
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図1　サンマのおもな漁場

図2　サンマの漁獲量

過去最低
（52,000トン ）

台湾が日本を上回る
台湾18,000トン
日本14,800トン（　　　　　　　）

※図2：①全国さんま棒受網漁業協同組合資料、②韓国は2007年までの聞き取り情報と2008年以降の水産統計、③ロシアおよび台湾は2013年までの
FAO統計と2014年以降の各国研究者からの聞き取り情報、④中国はNPFC提出資料、⑤農林水産省の漁業・養殖業生産統計年報　以上をもとに作成

99 vol.48  2016.9

■ 秋といえばサンマ大研究

FRANEWS

日
本
の
近
海
で
は
、
8
月
に
北
海
道
東

部
沖
か
ら
千
島
列
島
沖
に
漁
場
が
で
き
ま

す
。
9
月
下
旬
〜
10
月
上
旬
に
は
三
陸
沖

ま
で
漁
場
は
南
下
し
ま
す
。
11
〜
12
月
の

漁
期
の
終
盤
に
は
常
磐
沖
か
ら
房
総
沖
に

達
し
ま
す（
図
１
）。

7
月
に
は
刺
し
網
の
一
種
で
あ
る
流

し
網
を
使
っ
た
漁
業
が
、
北
海
道
東
部
沖

の
漁
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
以
降
に
外
国
に
よ
る
漁

獲
量
が
増
え
、
08
年
の
全
漁
獲
量
は

60
万
６
千
ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。
09
〜
13

年
は
40
万
ト
ン
台
に
減
り
ま
し
た
が
、
14

年
に
再
び
増
加
し
、
62
万
5
千
ト
ン
と
過

去
最
大
に
な
り
ま
し
た（
図
２
）。　

日
本
の
漁
獲
量
は
、
１
９
５
０
年
代
に
増

加
し
ま
し
た
が
、
60
年
代
に
は
減
少
し
、
69

年
は
過
去
最
低
の
５
万
２
千
ト
ン
で
し
た
。

70
年
代
前
半
は
20
万
ト
ン
に
満
た
な
い
年

が
多
く
、
70
年
代
後
半
か
ら
は
20
万
ト

ン
を
下
回
っ
た
98
年
、
99
年
と
13
年
を
除

き
、
20
〜
30
万
ト
ン
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

外
国
の
漁
獲
量
は
、
近
年
台
湾
が
増
え

て
13
年
に
は
18
万
ト
ン
に
な
り
、
初
め
て

日
本
の
漁
獲
量（
14
万
8
千
ト
ン
）を
超

え
ま
し
た
。
韓
国
は
年
間
2
万
ト
ン
前

後
、
ロ
シ
ア
は
5
万
ト
ン
前
後
で
す
。

10
年
以
降
日
本
の
漁
獲
量
が
減
少
し
て

い
る
一
方
で
、
外
国
に
よ
る
漁
獲
割
合
が

増
え
て
い
る
の
は
、
台
湾
や
中
国
の
漁
船

の
大
型
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
資
源
の

分
布
状
況
の
変
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

10
年
以
降
、
日
本
近
海
の
漁
場
へ
来
遊

す
る
魚
群
の
量
が
不
安
定
な
た
め
、
日
本

の
漁
獲
量
が
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
公
海
で
漁
を
す
る
外
国
漁
船
は
船

内
で
漁
獲
物
を
冷
凍
し
、
そ
れ
を
運
搬
船

で
運
ぶ
の
で
、
魚
群
の
分
布
の
変
化
に
あ

わ
せ
て
漁
場
を
移
動
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
分
布
の
変
化
の
影
響
は
小
さ
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

漁
場

漁
獲
量

秋に日本近海に
来遊します



図1　公海
水産庁プレスリリース添付資料

「 北太平洋漁業資源保存条約に
ついて 」をもとに作図

公海

操業船の
探索・操業日数の増加

サンマを積んだ
運搬船は漁港へ

運搬船へ
サンマを
積み込む 氷・燃料

サンマ

より遠い漁場で操業可能

探索・操業

漁港

運搬船

操業

さんま
棒受け網漁船

公 海

図2　効率化をめざして
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水
産
研
究
・
教
育
機
構
は
、
北
太
平
洋

サ
ン
マ
漁
業
の
経
営
の
改
善
に
役
立
て
る

た
め
、
日
本
沿
岸
で
漁
が
行
わ
れ
る
時
期

よ
り
前
に
公
海（
図
１
）で
サ
ン
マ
漁
を

行
う
た
め
の
漁
場
や
漁
獲
方
法
な
ど
の
開

発
に
平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

公
海
で
サ
ン
マ
漁
は
で
き
ま
す
が
、
漁

場
が
遠
い
、
広
範
囲
に
魚
が
分
散
す
る
、

沿
岸
に
比
べ
て
明
か
り
に
集
ま
る
サ
ン
マ

の
数
が
少
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
浮
か
び

あ
が
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
サ

ン
マ
の
群
れ
を

効
率
的
に
探
す
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も

に
、
漁
獲
物
を
運
搬
船
で
運
ぶ
こ
と
で
漁

を
長
期
間
続
け
、
漁
獲
量
を
増
や
せ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
洋
上

で
の
漁
船
か
ら
運
搬
船
へ
の
漁
獲
物
の
積

み
換
え
や
、
漁
船
へ
の
氷
や
燃
油
の
補
給

技
術
も
確
立
し
ま
し
た（
図
２
）。

獲
っ
た
サ
ン
マ
の
ほ
と
ん
ど
は
魚
粉
の

原
料
と
さ
れ
る
た
め
、
単
価
が
安
く
採
算

が
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ロ
シ
ア
向
け

の
缶
詰
加
工
原
料
と
し
て
、
輸
出
用
冷
凍

製
品
を
陸
上
の
加
工
場
で
生
産
し
た
と
こ

ろ
、
魚
粉
原
料
の
約
２・５
倍
の
価
格
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
冷
凍
製
品
は
漁

獲
し
た
サ
ン
マ
を
3
日
以
内（
魚
粉
で
は

8
日
以
内
）に
陸
上
の
加
工
場
に
運
ん
で

製
品
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
運
搬
船

が
サ
ン
マ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
ら
な
く
て
も

帰
港
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
、
操

業
効
率
、
運
搬
効
率
に
課
題
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
可
能
な
限
り
運
搬
船
を
漁
獲

物
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
帰
港
さ
せ
る
た
め

の
船
団
の
運
航
方
法
や
、
よ
り
高
い
単
価

が
期
待
で
き
る
海
外
市
場
の
開
発
、
効
率

的
な
生
産
体
制
の
確
立
な
ど
の
検
討
も
進

め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
サ
ン
マ
漁
業
に
関
す
る
新
た

な
技
術
が
、
漁
業
経
営
の
改
善
に
役
立
つ

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

公
海
で
の
漁



図1　12種類の気象の変化を仮定して、2050年の
水温を予測したときのサンマの一生（2年）での
体重の変化
●は現在の気象条件で計算した体重の変化
温室効果ガスの排出量の違いなど条件を変えて全部で
33個の計算の結果による体重の変化を示しています

餌場

産卵場・
生育場
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回遊経路が
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図2　温暖化の影響は？

2053年
2月1日 5月5日 8月6日 11月7日

2054年
2月8日

2055年
2月15日5月12日 8月13日 11月14日

160
（グラム）

140

120

100

80

60

40

20

0

サ
ン
マ
の
体
重

1111 vol.48  2016.9

■ 秋といえばサンマ大研究

FRANEWS

海
の
生
態
系
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
出
発
点
と
し
て
、
そ
れ
を
動
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
食
べ
、
魚
が
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
食
べ
、
と
い
っ
た
食
物
連
鎖
で
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
り
水
温
や

海
の
流
れ
が
変
化
す
る
と
、
魚
が
エ
サ
と

す
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
も
影
響
を
受

け
、
魚
の
成
長
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
魚
は
種
類
ご
と
に

好
み
の
温
度
が
あ
り
、
サ
ン
マ
な
ど
の
回

遊
性
の
魚
は
好
み
の
温
度
の
海
域
を
季
節

的
に
回
遊
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
温

暖
化
に
よ
っ
て
水
温
が
変
わ
る
と
、
回
遊

す
る
海
域
や
経
路
が
変
化
す
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
温
暖
化
に
よ
る
水
温
の
変
化

や
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
量
の
変
化
な
ど

が
、
サ
ン
マ
の
成
長
や
回
遊
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
し
た（
図
１
）。

そ
の
結
果
、
サ
ン
マ
は
温
暖
化
に
よ
る

エ
サ
不
足
と
高
水
温
で
、
小
型
化
す
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
温
が
高
く
な
る
と
、
南
へ
の
回
遊

経
路
が
影
響
を
受
け
て
、
現
在
よ
り
も
岸

か
ら
離
れ
た
沖
合
を
通
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す（
図
２
）。

海
洋
生
態
系
の
変
動
の
特
性
な
ど
を
解

明
し
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
予
測
が
で
き

る
よ
う
に
調
査
研
究
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

温
暖
化
の
影
響



ピックアップ・プレスリリース

写真2　紫外線（ UV）を当てることで、目的の
プランクトンがいれば緑色に発光します

写真1　赤潮原因プランクトン

カレニア
ミキモトイ

シャットネラ属の
シャットネラ  マリーナ（ 左 ）と

シャットネラ  アンティーカ（ 右 ）

陰性 陽性
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赤
潮
の
発
生
を

早
期
検
知
で
き
る
技
術
を
実
用
化

水
産
業
へ
の
赤
潮
の
甚
大
な
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
対
策
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
赤
潮
の
原
因
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
出
現
を
早
期
に
把
握
し
、
生
け
簀す

の
移

動
や
エ
サ
止
め
な
ど
の
対
策
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

赤
潮
発
生
の
状
況
は
、
赤
潮
原
因
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
顕
微
鏡
観
察
で
調
べ
て
判
断
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
は
高
度
な
種
判
別
の
知
識

が
必
要
な
う
え
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
に

時
間
が
か
か
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、こ
の
負
担
を
軽
減
し
、簡
単
、迅
速
、

正
確
に
赤
潮
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
検
出
で

き
る
技
術
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
産
研
究・教
育
機
構
は
、
株
式
会
社
ニ
ッ

ポ
ン
ジ
ー
ン
と
共
同
で
、
当
機
構
が
持
っ
て

い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
有
害
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

検
出
す
る
技
術
を
発
展
さ
せ
、
赤
潮
原
因
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
早
期
検
出
技
術
の
実
用
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
検
出
手
順

を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
試
薬
類
な
ど
を
キ
ッ

ト
化
す
る
こ
と
で
、
カ
レ
ニ
ア 
ミ
キ
モ
ト
イ

と
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
属
の
赤
潮
原
因
プ
ラ
ン
ク

ト
ン（
写
真
１
）を
簡
単
、
迅
速
、
正
確
に
検

出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

種
判
別
の
高
度
な
知
識
が
な
く
て
も
、
こ

の
キ
ッ
ト
に
よ
り
、
発
生
の
ご
く
初
期
か
ら

赤
潮
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
高
感
度
で
検
出

で
き
ま
す（
写
真
２
）。

早
期
に
適
切
な
対
策
を
と
れ
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
赤
潮
が
及
ぼ
す
被
害
の
軽
減
に
貢

献
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



図1　ブリ養殖、マダイ養殖の経営者の支出に
占める飼料代の割合

※平成26年度農林水産省統計をもとに作成

図2　安い飼料でも成長のよい個体を交配して
作った各世代を、その安い飼料で育てた
場合の摂餌量と成長率の増加の割合

アマゴを使って飼料の試験をしました
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水
産
研
究·

教
育
機
構
で
は
、
魚
を
大
き

く
育
て
る
た
め
、
養
殖
用
飼
料
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
養
殖
業
の
経
営
で
は
、
飼
料
代
の

支
出
割
合
が
高
く（
図
１
）、
経
営
改
善
に

は
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
つ
つ
も
よ
く
育
つ
飼

料
の
開
発
の
ほ
か
に
、
安
価
な
飼
料
で
も
よ

く
育
つ
魚
の
作
出
も
有
効
で
す
。

畜
産
業
で
は
、
交
配
を
繰
り
返
し
て
成
長

や
肉
質
が
優
れ
た
家
畜
を
育
て
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
の
養
殖
業
で
は
家
畜
の
よ
う
な

育
種
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
優
良
な
性
質
を
持
つ
魚
を
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
で
き
る
の
は
一

部
の
養
殖
魚
の
限
ら
れ
た
性
質
だ
け
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
成
長
の
よ
い
魚
同
士

を
か
け
あ
わ
せ
て
次
の
世
代
を
作
る
と
い
う

伝
統
的
な
交
配
方
法
に
よ
っ
て
、
魚
粉
の
含

有
量
を
減
ら
し
た
安
い
飼
料
で
よ
く
育
つ
魚

が
作
れ
な
い
か
、
ア
マ
ゴ
で
試
し
て
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
摂せ

つ
餌じ

量
が
増
え
、
交
配
を

3
世
代
繰
り
返
す
と
成
長
が
約
90
％
改
善
さ

れ
ま
し
た（
図
2
）。
現
在
、
ほ
か
の
機
関

と
共
同
し
て
ニ
ジ
マ
ス
や
カ
ン
パ
チ
で
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
い
飼
料
で
も
成
り
立
つ
養
殖
の
実
現
に
向
け
て



あんじいの
さかな

に乾杯

厳しい残暑を乗り切ろう！
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第37回　シ ラス

作り方　（調理時間：下ごしらえも含め約30分）

滋養豊富なちりめんじゃこと
素揚げ海藻の旨

う ま

味
み

サラダ

❶	ちりめんじゃこを少しの塩水でふやかして、少し
柔らかくしておきます。

❷	乾燥したアオサやノリを適当な大きさにちぎり、
低温の油で素揚げして軽く塩を振っておきます。
また、玉ねぎをスライスしたら軽く片栗粉を振り、
低温でキツネ色になるまで揚げます。

❸	キャベツやオクラ、ニンジン、パプリカ、ジャガ
イモなどを適宜、軽く塩ゆでして、温野菜を作っ
ておきます。

❹	香りの強い野菜も用意します。カイワレ大根やセ
リなどは３センチぐらいに切りそろえ、セロリは
千切りにし、よく水けを切っておきます。

❺	盛り皿にまず「❸」を敷き、その上に「❷」を、さ
らに「❹」をトッピングします。

❻	フライパンにオリーブオイルを入れ、アンチョビ、
ニンニクとショウガのみじん切り、赤唐辛子の小
口切りを入れて加熱し、「❶」のちりめんじゃこと
塩麹

こうじ

を少し入れて、軽くいためてシラスのオイル
ソースを作り、「❺」に回しかければできあがり。

香りの強い生野菜のシャキシャキ感と素揚げした
海藻と玉ねぎのサクサク感、温野菜のしっとり・
ほっくり感が、アンチョビの旨

う ま

味
み

が強いオイルソー
スにからまり、主役であるシラスの存在感を一層
引き立ててくれます。さあ召し上がれ。
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シ
ラ
ス
と
は
、
い
わ
し

類
な
ど
の
魚
の
仔し

魚ぎ
ょ

か
ら

稚
魚
に
な
る
ま
で
の
時
期

の
名
前
で
す
。
し
ら
す
干

し
に
す
る
シ
ラ
ス
と
し
て

漁
獲
さ
れ
る
の
は
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
、
マ
イ
ワ
シ
、

ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
な
ど
で
す
が
、
そ
の
大

部
分
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
で
す
。
体
は

細
長
く
て
透
き
通
っ
て
お
り
、
眼
と
体

の
横
に
並
ん
で
い
る
黒
い
点
が
目
立
ち

ま
す
。
骨
や
ウ
ロ
コ
は
で
き
あ
が
っ
て

い
ま
せ
ん
し
、
筋
肉
も
あ
ま
り
発
達
し

て
い
な
い
の
で
、
速
く
泳
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

シ
ラ
ス
は
、
一
年
を
通
し
て
獲
れ
ま

す
が
、
春
と
秋
の
年
2
回
お
い
し
い
時

期
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
冬
の
水
温

低
下
に
備
え
て
適
度
に
脂
が
の
っ
た
秋

が
最
も
お
い
し
い
時
期
と
い
わ
れ
ま
す
。

大
き
さ
２
～
3
セ
ン
チ
の
シ
ラ
ス
を

茹ゆ

で
た
も
の
を「
釜
揚
げ
し
ら
す
」、

そ
れ
を
少
し
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
関

東
で
は「
し
ら
す
干
し
」、
関
西
で
は

「
太た

い

白は
く

ち
り
め
ん
」、
さ
ら
に
体
が
縮

ん
で
曲
が
る
く
ら
い
ま
で
乾
燥
さ
せ
た

も
の
を「
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
」
と
呼
び

ま
す
。

今
回
は
、「
海
の
ゆ
り
か
ご
」
と
呼

ば
れ
稚
魚
が
育
つ
場
と
な
っ
て
い
る
藻

場
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
シ
ラ
ス
と
海
藻
の

ア
オ
サ
や
ノ
リ
を
使
っ
て
サ
ラ
ダ
仕
立

て
に
し
て
み
ま
し
た
。
温
野
菜（
旬
の

も
の
）の
上
に
素
揚
げ
に
し
た
海
藻
を

の
せ
、
ア
ン
チ
ョ
ビ
の
旨
味
が
移
り
塩

味
が
効
い
た
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
オ
イ

ル
ソ
ー
ス
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
サ
ラ
ダ

で
す
。
海
藻
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
と
濃

厚
に
味
付
け
し
た
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の

オ
イ
ル
ソ
ー
ス
が
、
ほ
っ
こ
り
と
し
た

温
野
菜
と
相
ま
っ
て
豊
か
な
味
わ
い
を

醸
し
出
し
ま
す
。

材料（4人分）

ちりめんじゃこ........................50ｇ
乾燥アオサ................................ 適宜
ノリ.......................................... 適宜
玉ねぎ....................................中半分
キャベツ.....................................2枚
オクラ................................ ４〜５本
ニンジン................................小１本
パプリカ................................... 半分

ジャガイモ.............................中 1個
カイワレ.........................パック半分
セリ.......................................... 適宜
セロリ.....................................1/2本
片栗粉....................................... 適宜
塩.............................................. 適宜
サラダ油..................揚げ物用に適宜

［ソース］
オリーブオイル..........大さじ４程度
アンチョビ....... 2本程度（量はお好みで）
ニンニク................................. 1かけ
ショウガ................................. 1かけ
赤唐辛子................................１本分
塩麹

こうじ

................................... 小さじ１

シ ラ ス

ニンニク

赤唐辛子

パプリカ

オクラ

キャベツ

乾燥アオサ
赤唐辛子

ショウガショウガ

セロリ

カイワレ

オクラ

キャベツ
ちりめんじゃこ



❶
❷❸
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子どもも大人も満喫！
奥日光の自然と魚と歴史に触れる

避暑地として、また林間学校の訪問先や企業の保養所として知られる奥日光。その豊

富な自然と、そこに暮らす生き物に気軽に触れあえる場所が、中禅寺湖のほとりにある

中央水産研究所日光庁舎の広報施設「さかなと森の観察園」です。8月4日、毎年恒例の

一般公開が行われ、約700人の来園者でにぎわいました。

「
さ
か
な
と
森
の
観
察
園
」
は

普
段
は
有
料
で
す
が
、年
に
一
度
、

「
無
料
公
開
日
」
を
設
け
、
特
別

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
あ
わ
せ
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
園
内
で
は
さ
け・

ま
す
類
の
魚
約
2
万
尾
が
飼
育
池

や
魚
道
を
泳
ぐ
ほ
か
、
敷
地
内
に

は
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
ミ

ズ
ナ
ラ
な
ど
の
天
然
林
が
茂
る
な

ど
、
奥
日
光
の
自
然
と
生
態
系
の

魅
力
を
一
度
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
般
公
開
で
は
そ
れ
ら

を
、
学
び
な
が
ら
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
気
コ
ー
ナ
ー
「
巨
大
魚
に

タ
ッ
チ
！
」
で
は
、
水
槽
に
手
を

入
れ「
冷
て
ぇ
っ
！
」
と
叫
ぶ
子

ど
も
た
ち
に
、「
日
光
の
湧
き
水

夏
の
学
校
行
事
の

一
つ
と
し
て
定
着

中央水産研究所
日光庁舎
一般公開

（無料公開日）

あんじいも
大人気！



上：魚に直接触ることができる「ふれあい水槽」。

子どもたちは水槽に手を入れ、素早く動く魚を追
いかけていました

下：チョウザメや幻の魚といわれるイトウなど大
型の魚とふれ合える「巨大魚にタッチ！」。子ども
たちは、大型の魚に驚きながらも、「ヌルヌルし
てる」「こっちはザラザラしてるよ」などと声を上
げていました

上：昭和 11 年に皇族の控え室を兼ねて建てられ
た旧庁舎を、現在は資料館として公開

中・下：木製の窓や暖炉などがそのまま残るほ
か、日光庁舎の歴史に関する資料が展示されてい
ます

❶日光庁舎から歩いて数分のところにある竜頭ノ滝　❷・❸園内で
はさけ・ます類の魚約 2 万尾を飼育。飼育池では、日本で最も多く
養殖されている淡水魚ニジマス、中禅寺湖にしかいないレイクトラ
ウト（❷）、幻の魚と言われるイトウなど、さまざまな種類のさけ・
ます類を観察。ニジマスは突然変異のアルビノ（❸）も見ることがで
きます　❹・❺園内を散策しながら答えを探す「クイズラリー」（❹）
全問正解者には「おさかな博士学位記」が授与されました（❺）

❹❺
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子どもも大人も満喫！
奥日光の自然と魚と歴史に触れる

を
使
っ
て
い
る
か
ら
冷
た
い
よ
」

と
教
え
る
職
員
。
飼
育
に
は
、
男な

ん

体た
い

山さ
ん

と
そ
の
周
辺
に
降
っ
た
雨
水

が
地
下
水
と
な
り
数
十
年
か
け
て

運
ば
れ
て
き
た
湧
き
水
が
使
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
水
温
は
一
年
を
通

じ
て
一
定
の
9
℃
。
魚
と
ふ
れ
合

い
な
が
ら
、
奥
日
光
の
生
態
系
に

は
水
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
日
来
園
し
た
半
数
は
、
林

間
学
校
の
一
環
と
し
て
訪
れ
た
小

学
生
た
ち
。「
今
年
も
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
や
っ
て
来
ま

し
た
」（
引
率
の
先
生
）
と
無
料

公
開
日
に
合
わ
せ
て
来
る
学
校
も

あ
り
、
夏
の
学
校
行
事
の
一
つ
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。



「おさかなおはなし会」では中禅寺湖や湯川での
放流の歴史を振り返りながら、生態系を守るため
の取り組みを紹介

左：普段は関係者しか入るこ
とができない「管理棟」や「研
究池」などの研究スペースを
案内

下右：管理棟では実験室を見
学。ふ化室では魚を解剖し、
年齢が分かる「耳石」を取り
出すようすに、子どもたちが
見入っていました

下左：研究池では、成熟し、
婚姻色である紅色が発現した
ヒメマスを観察しました
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「
お
さ
か
な
お
は
な
し
会
」
で

は
、
中
禅
寺
湖
や
周
辺
河
川
に
す

む
魚
の
生
態
系
を
テ
ー
マ
に
、
日

光
庁
舎
研
究
員
が
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
中
禅
寺
湖
に
は

外
来
種
も
含
め
15
種
類
も
の
魚
が

い
る
こ
と
や
、
武
器
商
人
と
し
て

幕
末
の
日
本
で
活
躍
し
た
ト
ー
マ

ス
・
Ｂ
・
グ
ラ
バ
ー
氏
に
よ
り
奥

日
光
で
の
カ
ワ
マ
ス
な
ど
の
放
流

の
歴
史
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
中
禅

寺
湖
が
全
国
で
唯
一
、
コ
ク
チ
バ

ス（
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
）
を
完
全
駆

除
で
き
た
ま
れ
な
湖
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い

放
流
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら

解
説
。
一
方
で
、
放
流
し
た
魚
が

近
年
増
え
て
い
な
い
こ
と
や
、
そ

の
対
策
と
し
て
魚
が
産
卵
・
生
息

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
日
光
庁
舎
の
役
割
を
紹

介
し
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
実
施
し
た「
研
究

所
ツ
ア
ー
」
で
は
、
日
光
庁
舎
の

管
理
棟
や
ふ
化
室
な
ど
の
研
究
ス

ペ
ー
ス
も
公
開
し
ま
し
た
。
ふ
化

室
で
は
、
魚
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
濃
度
を
調
べ
る
た
め
、
魚
を
解

剖
す
る
よ
う
す
を
見
学
。
参
加
者

は
、「
わ
ぁ
～
、
す
ご
い
」
と
声

を
上
げ
た
り
、
魚
の
年
齢
が
分
か

る「
耳
石
」
を
取
り
出
す
作
業
に

見
入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

「
水
産
研
究
の
現
場
を
目
の
当

た
り
に
し
て
も
ら
お
う
と
始
め
た

好
評
だ
っ
た「
研
究
所
ツ
ア
ー
」



鈴木俊哉・中央水産研究所 内水面研究
センター長
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当機構の広報活動の一環として、オリジナルグッズの販売を始めました。第1
弾として 2種類の Tシャツを日光の「さかなと森の観察園」で販売しています。

女子美大とコラボでオリジナルTシャツを
作りました！Tシャツ

販売中！

FRA_T
¥1,200（税込）
カラー：白・黒
素材：綿 100％
サイズ：Lのみ

ウナ T
¥1,200（税込）
カラー：白・黒
素材：綿 100％
サイズ：140cm・M・L

サイズ 140cm M L
着丈（cm） 55 68 72
身幅（cm） 40 52 55
袖丈（cm） 16 22 22

アクセス
・JR「日光駅」、または東

武「日光駅」下車。東武
バス「 湯元温泉 」行「 菖
蒲が浜」バス停で下車

〒321-1661  栃木県日光市中宮祠 2482-3
☎ 0288-55-0055
http://www.fra.affrc.go.jp/nikko/

◉開 園 日　３月20日～11月30日（冬期は休園しています）

◉開園時間　３月 20日～10月31日　9：00～ 17：00
　　　　　　11月 １日～11月30日　9：00～ 16：00
　　　　　　※ 終了時間の 30分前までにご入場ください

◉観覧料金　通常料金：大人 300円、小人100円
　　　　　　団体料金（20人以上）：大人240円、小人80円　　　　
　　　　　　シーズンパスポート※ ：大人 1,000円、小人 350円
　　　　　　※ 発券日から、その年の 11月30日まで有効
　　　　　　＊ 小人＝小・中学生、就学前の幼児は無料

さかなと森の観察園

中禅寺湖
122

120

清滝IC

男体山

いろは坂

戦場ヶ原

竜頭の滝

華厳の滝

169

東武

JR
日光道

日光駅

竜頭の滝

お求めは
「さかなと森の観察園」
の観覧券売り場で！

★ネット販売に向け準備を進めています！

無料公開日にも
多数ご購入いただきました

ありがとうございます！

研
究
所
ツ
ア
ー
で
す
が
、
ふ
だ
ん

は
見
学
で
き
な
い
場
所
と
い
う
こ

と
で
、
好
評
で
し
た
。
一
般
公
開

を
き
っ
か
け
に
、
さ
か
な
と
森
の

観
察
園
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
奥

日
光
を
訪
れ
た
際
は
ま
た
寄
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
」（
鈴
木
俊
哉
・
中
央

水
産
研
究
所 

内
水
面
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）。

ミズナラなどが茂る園内

展示水槽

魚道



会議・イベント報告

支援活動のようす

たくさんの人が当機構のブースを訪れました レプトセファルスの説明をしました
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「海洋都市横浜うみ博2016 〜海でつな
がる街 · 横浜〜」が7月22日・23日に大さ
ん橋ホールで開催されました。これは、主
催の海洋都市横浜うみ協議会が初めて開催
したイベントで、子どもから大人まで、多
彩な海の魅力を体感できるよう展示や講演
もあり、バラエティに富んだ内容でした。
協議会の会員である水産研究・教育機構も

ニホンウナギの研究成果をテーマに、生き
ているレプトセファルスやシラスウナギの
展示や、ウナギ完全養殖に関する研究成果
のポスター掲示をしました。約12,000人
が来場し、当機構の展示ブースでは、ウナ
ギの完全養殖についてたくさんの質問が寄
せられたほか、生きているレプトセファル
スも大人気でした。

本大震災で支援航海を行いましたが、今回
は、人的支援のニーズへの対応で、移動、
資材の調達、宿泊や食事などすべてを準備
して参加しました。

これらの活動を通して、被災地の現状に
触れ、社会貢献の重要性を再認識するとと
もに協調性・自主性・利他性などを身につ
けることができ、教育上も大きな成果が得
られました。

海洋都市横浜うみ博 2016 に出展

練習船「耕洋丸」で熊本地震の復興支援活動を実施



熊本県三
み

角
すみ

港に寄港した「 耕洋丸 」と
支援活動への参加者

展示ブースのようす セミナーのようす
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水産研究・教育機構 水産大学校は、練
習船「耕洋丸」の乗船実習の航海予定を一
部変更して、熊本県三

み

角
す み

港に寄港し、熊本
地震復興支援のため災害支援活動を行いま
した。6月13〜16日の4日間、専攻科学
生48人、船舶職員24人、および教員6人
が、被災地のニーズに基づき熊本市東区を
中心としたエリアで活動を行いました。
「耕洋丸」は阪神淡路大震災および東日

水産研究・教育機構は、8月17 〜 19日
の3日間、東京都江東区にある東京ビック
サイトで開催された第18回ジャパン・イ
ンターナショナル・シーフードショーに出
展しました。

展示ブースでは、養殖ノリの利用拡大へ
向けた取り組み、シャーベットアイスなど
による高鮮度イカの供給、生食用高鮮度ギ
ンザケの供給、タイラギやトリガイ・イワ
ガキの養殖、被災地での実証研究であるツ

ノナシオキアミを利用した魚味噌開発、サ
メ肉を利用した新しい食品の開発など各地
方自治体・企業・漁業者の方々とともに開
発・実施した7つ研究成果を紹介しました。

同時に開催した水産技術交流セミナーで
は「すし種につながる新たな貝類養殖の取
組」と「養殖ノリの利用拡大に向けた取組」
の2題について講演を行いました。両セミ
ナーとも満席となり、高い関心があること
がうかがえました。

18回ジャパン・インターナショナル・シーフードショーに出展

練習船「耕洋丸」で熊本地震の復興支援活動を実施



会議・イベント報告

刊 行 物 報 告

マグロについて質疑応答をしました 五島庁舎の職員と笑顔で記念撮影
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日本の水産増養殖施設や関係機関などの
視察で訪日していた、コートジボワール共
和国の動物・水産資源大臣をはじめ6人が、
6月14・15日に水産研究・教育機構の西
海区水産研究所長崎庁舎および五島庁舎を
視察しました。

長崎庁舎では主にまぐろ研究施設で水槽

内のクロマグロをモニターで見ながら、熱
心に質問をしていました。五島庁舎ではブ
リの採卵や飼育方法の説明を聞き、稚魚へ
の給餌も体験しました。

今回の視察で大臣は、母国の学生や研究
者を日本で学ばせ、日本と協力して同国の
水産業を振興したいと話していました。

コートジボワールの大臣が西海区水産研究所を視察

発行時期：2016年5月
内容：曳航型生け簀を用いたクロマグロ養殖用種苗運
搬における更なる効率化及び簡便な種苗計数技術の開
発など
問い合わせ先：開発調査センター 開発業務課

発行時期：2016年5月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課

発行時期：2016年9月
内容：シャコガイ
問い合わせ先：経営企画部　広報課

平成27年度海洋水産資源開発ニュース
No.445

（近海かつお釣 < 九州周辺～三陸沖周
辺海域 >）

沿岸におけるビジネスモデル研究会
ニュースレター　第21号

おさかな瓦版　No.73

ウェブサイトURL
http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/letter/no73.pdf

ウェブサイトURL
http://jamarc.fra.affrc.go.jp/enganbiz/newsletter/
newsletter_list/newsletter_no21_201605.pdf

※ ウェブ掲載はしておりません



総務省統計局家計調査（二人以上の世帯）　品目別都道府県庁所在市及び政令指定都市ランキング（平成25年（2013年）～ 27年（2015年）平均 ）から作成

1世帯（2人以上の世帯）あたり年間支出金額

カタクチイワシの親 マイワシの親 ウルメイワシの親

カタクチイワシのシラス マイワシのシラス ウルメイワシのシラス

カタクチイワシのシラスは、親
と同じように下あごの先が上あ
ごの先より後ろにあります

マイワシのシラスは、親と同
じように下あごの先が、上あ
ごより少し前に出ています

ウルメイワシのシラスは、口
の先がとがっています

色素胞がない頭の形が丸い
頭が角ばっ
ている

鼻先が三角形下あごが上あご
よりも後ろ

下あごが上あご
よりも前

背びれ後縁としり
びれ前縁が接近

背びれ後縁と
しりびれ前縁
が離れている
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執筆者一覧

no.48おさかな　チョット耳寄り情報

■秋といえば  サンマ大研究 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 広報誌編集委員会事務局
○サンマを知る ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････東北区水産研究所　資源管理部　浮魚・いか資源グループ　巣山　哲（監修）
○温暖化の影響 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 東北区水産研究所　資源環境部　市川　忠史・奥西　武（監修）

■研究成果情報
○安い飼料でも成り立つ養殖の実現に向けて ･････････････････････････････････････････ 増養殖研究所　養殖システム研究センター　飼餌料グループ　山本　剛史

■あんじいの魚
さ か な

菜に乾杯
○第37 回　滋養豊富なちりめんじゃこと素揚げ海藻の旨

う ま

味
み

サラダ ･････････････････････････ 瀬戸内海区水産研究所  資源生産部  養殖生産グループ　山本　義久

■中央水産研究所日光庁舎一般公開（無料公開日）
○子どもも大人も満喫！　奥日光の自然と魚と歴史に触れる ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 日本広報協会

■おさかな　チョット耳寄り情報
○ no.48　しらす干し  ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 広報誌編集委員会事務局

しらす干し

しらす干しをよく食べるのは？
1世帯のしらす干し購入金額が最も多い

のは、静岡市です。その額は全国平均（1,453
円）の４倍を超える5,913円。2位以下は、
和歌山市、高知市、浜松市と太平洋沿岸の
都市が続き、5位から7位は内陸の京都市、
甲府市、奈良市と続きます。

シラスの違い
しらす干しのほとんどはカタクチイワシのシラスですが、ほかにもマイワシのシラ

ス、ウルメイワシのシラスもあります。これらは口の形などで見分けることができます。

静
岡
市

和
歌
山
市

高
知
市

浜
松
市

京
都
市

甲
府
市

奈
良
市

横
浜
市

堺
市
川
崎
市

全国平均

（円）
6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

年
間
支
出
金
額

5,913円

（ 画像提供：静岡県水産技術研究所 ）
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今回は、秋の味覚「サンマ」の特集
です。塩焼きや刺し身のほか、伊豆
地方や和歌山では、晩秋から春にか
けて獲れる適度に脂が落ちたサンマ
を使ったさんま寿司や丸干しが有名
です。

サンマは日本以外でも、ロシア、
韓国、台湾、中国などでも食べられ
るようになってきました。ロシアで
は缶詰にしたり焼いたりして、台湾

では丸ごとを照り焼きやフライなど
にして食べられているようです。韓
国では、冬の味覚として、三枚に下
ろして半干しにしたものを焼かずに
食べるそうです。

サンマを獲る国が増えてきている
ことから、日本だけの資源管理から

「北太平洋における公海の漁業資源の
保存及び管理に関する条約」が 2015
年 7月 19日に発効し、この条約に

よって、サンマの資源は国際的な管
理の対象となりました。

水産研究・教育機構は、これから
もサンマの資源を利用し続けること
ができるように、資源管理について
研究開発を通じ、科学的な根拠とな
る知見を提供していきます。

（角埜 彰）

メルマガ配信中！
https://www.facebook.com/fra.go.jp/

水産研究・教育機構のメールマガジン「 おさかな通信 」を発行しています。
登録はこちらから ▶ http://www.fra.affrc.go.jp/mail/

秋の味覚、庶民の味方、秋
さ

刀
ん

魚
ま

サンマの名前の由来は、細長い魚を
さす「サマナ」が転じてサンマになった
という説、大きな群れを意味する「サ
ワ」と魚の「マ」がくっついたという説
があるようです。

大正12年（1923年）に出版された作家
の佐藤春夫の詩集『我が一九二二年』に収
められている詩「秋刀魚の歌」で、広くこ
の漢字が世間に知れ渡ったそうです。

さんま、さんま、
さんま苦いか塩っぱいか。（一部抜粋）

名前の由来

サンマには胃がない !?

漢字 “秋刀魚”

食べ物を消化し、栄養を取り込む器
官には、胃、腸などがあります。ところ
が、魚には胃がない種類がたくさんいま
す。コイ、フナ、キンギョなどのコイ科
の魚をはじめ、ドジョウ科、メダカ科、
トビウオ科、ハゼ科、サンマ科などの魚
がそうです。
サンマには胃がないので、口から入った

エサは一本の長い管のような消化管を通っ
て消化され、栄養として吸収されたのち、
糞
ふん

として排出されます。このように胃がな
い魚のことを「無

む

胃
い

魚
ぎょ

」と呼びます。

2人以上の世帯のサンマ購入金額が最も
多いのは、盛岡市です。その額は全国平均
（1,194円）の2倍近い2,153円。
2位以下は、仙台市、青森市、秋田市、

札幌市と東北・北海道の都市が続きます。

1世帯（2人以上の世帯）あたり年間支出金額

サンマをよく食べるのは？

（円）
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総務省統計局家計調査（二人以上の世帯）　品目別都道
府県庁所在市及び政令指定都市ランキング（平成 25 年

（2013 年）～ 27 年（2015 年）平均）から作成




